




















































































































































































































































































































































































































































の日本での貿易独占の牽制や布教のために使節派遣を決意した。初めて日本に派遣されたマニラ スペイン人は一五九三年のフランシスコ会のペドロ＝バウンティスタであった。この派遣団は六月 肥前名護屋で秀吉に謁見した。このとき、家康も名護屋 滞在していた。　
一五九六年、サン・フェリペ号が土佐浦戸に漂着したことは前述







































































陛下が国益と貿易の便宜との為め、全領土に於て努めらるゝところは、商品の輸出入に際して、金銀の流出を防ぐことなり、然るに、現在、支那の貿易 於ては 多く国外に流出す、日本の貿易に於ては、之に反し、金銀貨は一レアルたりとも流出することなく 将来も亦し然るべし、その理由の一ハ、彼の国に於ては金銀多 して その求む ところは、彼の地に缺乏せる商品のみなることなり、又一の理由は、こ 地のペソは、彼の地のペソと同価に通用するを以て、八レアルに当る一ペソ毎に、約一レアル 損を生ずる事なり、今よくこの問題を攷究して、
国家の利益を図るに、多額の銀のこの地方より、支那に





を携へ帰らしむべし 右 商品は、日本に於ては多くの価格を有するを以て、この貿易に従事する商人は、日本に於て、右の諸品を販売し、その売上高を以て、絹、その他 支那商品の買入に供し、之 新イスパにヤに於て販売して、二重の利益を得べし
、然も之が為め、国外に一レアルの流出をも見ることなく、




とを防ぎ、中国商品を欠乏させないためには、中国商品は日本を経てメキシコに輸入し、その売上高は銀貨にてスペインに持ち帰らず、ヨーロッパ諸国から品々を仕入れて、それをメキシコに持ち帰らせる。これらの商品は日本で多くの利益が得ら るので、この貿易に従事する商人は、日本で販売し、そ 売上高で絹やそ 他の中国商品を買入し、 をメキシコで販売し、二重の利益が得られるだろう。このような利益のため、メキシコの外に一レアルの銀も流出することなく、スペインの税関において 、 出税の収 を増加し、メキシコにおいては、売買を盛ん するため 国庫の収入 増加するだろう。また日本貿易に従事する商人は自ら船を造り、日本で中国商品の需用が増加するにつれて、中国商品を輸入するマニラ人、及び、マカオのポルトガル人の利益も 増加するだろう。こうしてこの買入は、日本 金銀をもって支払い、スペインの貨幣 つことはなくなると述べている。　
スペインは浦賀港を通じて中国との貿易を企てていたのである。
































二号、一九九四年） 。同『徳川家康のスペイン外交』 （新人物往来社、二〇一〇年） 。山本博文『江戸時代の国家・法・社会』 （校倉書房、二〇〇四
秀吉政権下における徳川家康の「外交」
四五

















































































































3（）  「太閣さま軍記のうち」中村孝也・北島正元他編『太閤史料集』 （人物往来社、一九六五年）一八 ～一八六頁。
（
33） 
註（
15）の「奥羽永慶軍記
　
巻二二」一九〇頁。
（
34） 
浪川健治『近世日本と北方世界』 （三省堂、一九九二年）一五～一六頁。
（
35） 
註（
（3）の九一号。
（
36） 
註（
15）の「松前家記」 「松前年々 」一九九頁。
（
37） 
杉山博・萩原龍夫編『新編武州古文書
　
上』 （角川書店、一九七五年）
六七四頁。
（
38） 
英太郎「後北条氏領国への唐船来航と小田原唐人町形成の背景について」
（ 『府中市郷土の森紀要』一〇号、一九九七年）一三頁。
（
39） 
荻原龍夫校注「北条記
　
巻第四」 『北条史料集』 （人物往来社、一九六六
年）一二七頁。
（
40） 
註（
38）の英論文。柴辻俊六「後北条氏の外交と小田原唐人町」 （ 『日本
歴史』七四九号、二〇一〇年） 。両氏は、一六〇七年朝鮮通信使の副使慶暹の『海槎録』に小田原に唐人村があったという記事から裏付けている
（
41） 
小田原市編『小田原市史』史料編中世二（小田原市、一九九一年）六一
一頁。
（
4（） 
註（
41）の六六一～六六二頁。
（
43） 
中丸和伯「後北条氏の発展と商業」 『後北条氏の研究』 （吉川弘文館、一
九八三年）
  三一八頁。
（
44） 
註（
39）の「北条五代記」三四八～三四九頁。
（
45） 
高瀬弘一郎『キリシタン時代の研究』 岩波書店、一九七七年）七七頁。
（
46） 
村上直次郎訳註「異国往復書翰集」 『異国往復書翰集・増訂異国日記抄』
（雄松堂書店、一九六六年）三〇頁。
（
47） 
註（１）の松田訳書二七頁。
（
48） 
佐久間正他訳注『アビラ・ヒロン日本王国記』 （岩波書店、一九七三年）
二七一～二七四頁。
（
49） 
註（
48）の二八〇～二八一頁。
（
50） 
註（１）の松田訳書一五五頁。
（
51） 
神吉敬三他訳注『モルガ
　
フィリピン諸島誌』 （岩波書店、一九六六年）
一八四～一八五頁。
（
5（） 
鈴木かほる『徳川家康のスペイン外交』 （新人物往来社、二〇一〇年）八
〇頁。
（
53） 
松田毅一『慶長遣欧使節―徳川家康と南蛮人― 朝文社、一九九 年）
八四、九九
（
54）  「西班牙シマンカス文書館文書」東京大学史料編纂所編『大日本史料
　
第
一二編之一二』 （東京大学出版会、一九七二年）四五頁。
（
55） 
註（
54）の五三頁。
（
56） 
鹿児島県維新史料編さん所編 鹿児島県史料
  旧記雑録後編三』 （鹿児島県、
一九八三年）一〇二五号。
（
57） 
註（
18）の紙屋著書三〇五頁。
（
58） 
辻善之助校訂「異国日記」 （ 『史苑
　
第一巻第二号』一九二八年）二二頁。
